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報告対象૊৫に͍ͭͯ

大  学  名

所  在  地

創        立

学        長

土地面積

建物面積

学  生  数

教職員数

国立大学法人電気通信大学

東京都調布市調布ヶ丘１丁目５番地１

１９１８年（大正７年）１２月８日

福  田　喬

１１５，４３３㎡

１４０，１６２㎡

４６２人

４，８３１人
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調布キャンパス

環境省『環境報告ガイドライン (2012 年版 )』
環境省『環境報告書の記載事項等の手引き
　　　　( 第 3 版 )』

CONTENTS

報告対象૊৫に͍ͭͯʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2
ຊ報告書の対象範囲ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ2　　　　　

■ 環境報告のجຊత要݅

環境報告のશମ૾に͍ͭͯʜʜʜʜʜʜʜ2

国立大学法人
電気通信大学
環 境 ํ ਑

　Θたしたͪ人ྨ͸จ໌のൃలとと΋にɺ地ٿのԹஆ化ɺ化学物࣭にΑΔԚછͳͲɺ͞·͟·ͳ環境໰୊に௚面し
͍ͯ·͢ɻ
　電気通信大学͸ɺ人ྨにとͬͯ地ٿ環境のอશ͕࠷΋ॏ要ͳ՝୊のҰͭͰ͋Δとのೝࣝに立ͪɺࣗવと人間のڞ
ଘɺ環境との調࿨にد༩しɺ教ҭɾ׆ڀݚಈにΑΔ環境ෛՙの௿ݮに౒Ί·͢ɻ·たɺ෢ଂ野の面Ө͕࢒Δ྘๛͔
ͳキャンパスΛҡ࣋しɺ地Ҭにݙߩし։͔Εた大学Λ目ࢦし·͢ɻ
　͜のたΊɺ࣍の事項Λਪਐし͍ͯき·͢ɻ

　１ɽ教ҭɾ׆ڀݚಈ͔Β生͡Δ環境ෛՙの௿ݮとɺ環境のҡ࣋ɾվળ
　２ɽ省ΤωϧΪーɾ省ݯࢿɺݯࢿϦαイΫϧ΁のऔΓ૊ΈのਪਐɺάϦーンߪೖのపఈ
　３ɽຊ学にద༻͞ΕΔ環境ؔ࿈法نɺ৚ྫ等の९क
　４ɽ෢ଂ野の地に;͞Θし͍྘๛͔ͳキャンパスのอશɺ環境のҡ࣋ɾվળ׆ಈのたΊの
　　　地Ҭࣾձ΍࣏ࣗମとの࿈ܞɾྗڠ
　５ɽ͜の環境ํ਑Λୡ੒͢ΔたΊに目ඪのઃఆとɺ教職員ɺ学生ٴͼ学内ؔ࿈事業ऀの
ݱにΑΔ࣮ྗڠ　　　

　͜の環境ํ਑͸จ書化しɺຊ学の教職員ɺ学生ɺ大学生ڠͳͲৗற͢Δ学内ؔ࿈事業ऀにप஌͢Δとと΋にจ書
΍インλーωοトにΑΔϗーϜϖーδΛ通しͯɺຊ学ؔऀ܎Ҏ֎΁΋ެ͘޿表し·͢ɻ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　                  　　ฏ੒１８年９月２５日

国立大学法人電気通信大学環境ํ਑ʜʜʜ1
■ 国立大学法人電気通信大学環境ํ਑

5PQ $PNNJUNeOUʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ3
࣋ଓՄೳͳ։ൃ目ඪ (4%(T) とʜʜʜʜʜ4
電気通信大学のऔ૊に͍ͭͯ　　
ຊ学のཧ೦ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�
6&$ Ϗδϣンʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ�

ϚςϦΞϧόランスʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ9
電ྗ࢖༻ྔとԹࣨޮՌガスഉग़ྔのݮ࡟ʜ10　
্Լਫಓ࢖༻ྔのݮ࡟ʜʜʜʜʜʜʜʜʜ11

化学物࣭の؅ཧのపఈʜʜʜʜʜʜʜʜʜ13
҆શӴ生؅ཧʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ14

■ 環境パϑΥーϚンス報告

ഇغ物のݮ࡟とݯࢿ࠶化のଅਐʜʜʜʜʜ12

大学ٴͼ大学ߏ内事業ऀの環境׆ಈʜʜʜ21

࣍ੈ୅ΤωϧΪーݯࢿ։ൃʜʜʜʜʜʜ19
௿ίストɾޮߴ཰ͳଠཅ電஑の創੒　　

˞ 2019 年 � 月 1 日ݱ在の調布キャンパス
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環境報告のجຊత要݅
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ɹ電気通信大学͸ɺલ਎૊৫Ͱ͋るແઢ電信ߨशॴ͕૑ઃ͞Εͨ ���� ೥Ҏདྷɺਓྨの࣋ଓతൃలにݙߩする஌ͱ
ٕの૑଄ͱ࣮ફΛ໨͠ࢦɺࣾձͱͱ΋にൃలΛଓ͚͖ͯ·ͨ͠ɻ·ͨɺՊ学ٕज़の৽͍֓͠೦Ͱ͋るʮ૯߹ίϛϡ
χέʔγϣϯՊ学ʯΛఏএ͠ɺͦ Εに関Θるڭҭڀݚのੈքڌ఺Λܗ੒͓ͯ͠Γ·すɻ͜のʮ૯߹ίϛϡχέʔγϣ
ϯՊ学ʯͱ͸ɺ஌のύϥμΠϜγϑτΛ΋ͨΒす࠲ࢹのࠜװΛͳすϑΟϩιϑΟʔΛ͓ͯ͠ࢦΓɺٛ޿のίϛϡχ
έʔγϣϯ͓ΑͼͦのμΠφϛζϜのԼͰɺੈք͕௚໘͍ͯ͠る͞·͟·ͳ՝୊Λղܾ͠ɺαεςΠφϒϧͳࣾձ
の࣮ݱにݙߩするͱ͍͏΋のͰすɻ
ɹੈքに໨Λస͡るͱɺ͋ΒΏるܗଶのශ͕ࠔਓؒのଚݫ΍ࣗ༝ɺฏ࿨Λ͍͔ͯ͠ڴるঢ়گに͋Γ·すɻ͜のශࠔ
のݪҼ͸環境໰୊͚ͩͰ͸ͳ͘ɺڭҭ֨ࠩ΍δΣϯμʔͳͲෳ͔ͭࡶଟذにΘͨΓɺ΋͸΍Ұ͚ͩࠃにऩ·る໰୊
Ͱ͸͋Γ·ͤΜɻͦ͜Ͱࡍࠃ࿈߹Ͱ͸ɺʮ࣋ଓՄೳͳ։ൃ໨ඪʢSDGsʣʯΛ͛ܝるʮ࣋ଓՄೳͳ։ൃのͨΊの ����
ΞδΣϯμʯ͕ ���� ೥ � ݄に࠾୒͞Ε·ͨ͠ɻੈք͸࣋ଓՄೳͳ։ൃに͚ͯ޲大͖͘଩Λ੾Γɺ·͞にύϥμΠ
Ϝγϑτ͕࢝·͍ͬͯるのͰすɻ
ɹ·ͨҰํͰɺࡍࠃ࿈߹͸͜の SDGs に͍ͭͯɺαεςΠφϒϧͳࣾձの࣮ݱに͚ͯ޲஍نٿ໛の環境໰୊Λղܾ
するのͱಉ࣌にɺਓʑ͕ࡁܦతɺࣾձతɺจԽతに๛͔ͳੜ活ΛڗडͰ͖るΑ͏に͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ͱ΋͠ٴݴ
͍ͯ·すɻ͜のೋ཯എ൓ͱ΋͍͑る໋୊のղΛ໛ࡧする΂͘ɺͪͨࢲ͸͋ΒΏるखΛਚ͘͞ͳ͚Ε͹ͳΓ·ͤΜɻ
ɹ͜のΑ͏ͳੈք৘੎Λड͚ͯ電気通信大学͸ɺʮ૯߹ίϛϡχέʔγϣϯՊ学ʯのࢹ఺͔Β SDGs のୡ੒に͚ͯ޲ɺ
͞·͟·ͳ໘͔Β͍ͯ͠ݙߩ·すɻྫ͑͹ڭҭڀݚ活動の໘Ͱ͸ɺ౦ޠࠃ֎ژ大学ɺ౦ژ೶޻大学ͱのࡾ大学ڠಇ
����ҭ੒ϓϩάϥϜʯのҰ環ͱͯ͠ɺࡐάϩʔόϧਓܕಇڠʮจཧۀࣄ ೥ � ݄にڞಉαεςΠφϏϦςΟڀݚઐ
຿ͱഉग़ྔऔҾ੍౓ʯにٛݮ࡟౎のʮԹࣨޮՌΨεഉग़ྔژΛઃஔ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺ環境配慮活動の໘Ͱ͸ɺ౦߈
͓͍ͯɺす΂ͯのܭըؒظʢ���� ೥౓ʙࡏݱʣのഉग़ྔ໨ඪ஋ΛԼճるͳͲɺੵۃతにԹࣨޮՌΨεのݮ࡟Λਪ
ਐͯ͠ࢀΓ·ͨ͠ɻ
ɹຊใࠂॻͰ͸ɺ電気通信大学に͓͚る SDGs に関するऔ૊のதͰ΋ɺαεςΠφϒϧΩϟϯύεܗ੒Λ໨ඪͱ͠
ͨ環境配慮活動Λத৺にɺεςʔΫϗϧμʔのօ͞·に͝ཧղ͍͚ͨͩるΑ͏ɺ঺հ͍͖ͤͯͨͩ͞·すɻօ͞·
に͸ɺͥͻ͝ߴཡࣀΓ·すͱͱ΋にɺΑΓҰ૚の͝ࢧԉΛ͓͍ئਃ্͛͠·すɻ

Top Commitment

「持続可能な開発目標（SDGs）」の達成とサステイナブルキャンパス実現に向けて

࣋�ଓ�Մ�ೳ�ͳ�։�ൃ�໨�ඪʢSDGsʣͱ
電�気�通�信�大�学�の�औ�૊�に�ͭ�͍�ͯ

ɹ͜Ε·Ͱࣾࡍࠃձ͸ɺ���� ೥にࡦఆ͞ΕͨϛϨχ
ΞϜ։ൃ໨ඪʢ.DGsʣΛ΋ͱにɺ�� ೥ؒͰҰఆの
੒ՌΛ্͖͛ͯ·ͨ͠ɻ͔͠͠ͳ͕Βɺڭҭ΍Ӵੜ
౳に͓͚る໨ඪͰະୡ੒Ͱ͋るଞɺਂ͞ࠁΛ૿す環
境Ԛછ΍気ީม動΁のରԠͱ͍ͬͨ৽ͨͳ՝୊͕ੜ
͡ɺ.DGs తͳ環境͸大ࡍࠃఆ͔࣌Β։ൃΛΊ͙るࡦ
͖͘มԽ͠·ͨ͠ɻ͜͏ͨ͜͠ͱΛड͚ͯɺ���� ೥
� ݄にࠃ࿈αϛοτに͓͍ͯʮ࣋ଓՄೳͳ։ൃのͨΊ
の ���� ΞδΣϯμʢ���� ΞδΣϯμʣʯ͕࠾୒͞Εɺ
ཌ೥ ���� ೥ �݄にൃޮ͠·ͨ͠ɻ
ɹ���� ΞδΣϯμ͸ɺʮ͋ΒΏるܗଶのශࠔにऴූࢭ
Λଧͪɺෆฏ౳ͱಆ͍ɺ気ީม動にରॲ͠ͳ͕Βɺ୭
΋ஔ͖ڈΓに͠ͳ͍͜ͱΛ֬อするʯ͜ ͱΛࠜװͱ͠ɺ
͜ΕΛ࣮ݱするͨΊにแׅత͔ͭີ઀に関࿈する ��
の໨ඪͱ ��� のλʔήοτ͔Β੒るʮ࣋ଓՄೳͳ։
ൃ໨ඪʢSDGsʣʯΛ͍ͯ͛ܝ·すʲ্ਤࢀর ɻr
ɹ͜の SDGs のಠࣗੑ͸ɺઌਐࠃ΍։ൃ్্ࠃΛؚΉ
す΂ͯのࠃにର͠ɺࡁܦతɾࣾձత๛͔͞Λ௥ͭ͠ٻ
ͭɺಉ࣌に環境ରࡦにऔ૊Ή͜ͱΛݺͼ͔͚͍ͯる఺
に͋Γ·すɻ۩ମతに͸ɺ.DGs ͕։ൃ్্ࠃのͨΊ
の໨ඪͩͬͨのにର͠ɺSDGs ͸֨ࠩ໰୊ɺ࣋ଓՄೳ

ͳফඅ΍ੜ࢈ɺ気ީม動ରࡦ౳ɺઌਐ͕ࣗࠃΒのࠃ಺
Ͱऔ૊Ή΂͖՝୊ΛؚΉɺීวతʢϢχόʔαϧʣͳ
໨ඪͰ͋るͱ͍͏͜ͱͰすɻ·ͨͦのୡ੒のͨΊにɺ
"ɺ0D͠ܞຽ΍ຽؒηΫλʔ౳ͱ࿈ࢢ͕ࠃ֤ ΍ຽؒ
ΛؚΉ༷ʑͳϦιʔεΛ活༻͍ͯ͘͠ʮάϩʔόۚࢿ
ϧɾύʔτφʔγοϓʯΛங͍͍ͯ͘͜ͱͱ͞Ε͍ͯ
·すɻ
ɹ電気通信大学Ͱ͸ɺSDGs の໨ඪに関࿈する活動Λ
ॻͰ͸ओにɺ環境配慮活動ࠂす͕ɺຊใ·͍ͯ͠ࢪ࣮
に関する߲ࣄにಛԽͨ͠಺༰Λใ͍ͯ͠ࠂ·すʲԼਤ
রࢀ ɻr·ͨɺͦΕͧΕの環境配慮活動͕Ͳの SDGs
ͱ関࿈͍ͯ͠るの͔෼͔Γ΍す͍Α͏にɺ֤ϖʔδの
λΠτϧのྡにΞΠίϯΛද͍ࣔͯ͠·すɻ
電気通信大学の環境配慮活動に関する SDGs
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ຊ的ཁ݅جのࠂ報ڥ؀

ຊ�学�の�ཧ�೦
人類の持続的発展に貢献する知と技の創造と実践をめざしますɻ
˔�万人のための先端科学技術の教育研究
ɹ情報と௨信を֩としたॾྖҬの科学技術෼໺に͓͍ͯɺੈքをϦʔυする教育・研究ڌ఺としͯ教育ྗと
ɹ研究ྗを発展ͤ͞ますɻ
ɹ̍ɽզʑのੜ活ڥ؀を҆৺・҆શͰ๛͔ͳ΋のにするためのɺ先端科学技術෼໺の教育・研究をਪਐしますɻ
ɹ̎ɽ情報ɺ௨信ɺ੍ޚɺࡐྉɺૅج科学ɺ͓Αͼকདྷの社会にඞཁとͳるॾ෼໺の教育・研究をਪਐしますɻ
ɹ̏ɽཧ࿦͔ら΋のͮくりまͰのಛ௃͋る研究ͰɺੈքをϦʔυする教育・研究ڌ఺をめざしますɻ

˔�自ら情報発信する国際的研究者・技術者の育成
ɹ社会と技術΁の෯ࣝݟ͍޿ɺ国際ੑɺྙཧ؍をඋ͑たɺ創造ྗと実践ྗの͋る研究者・技術者を育成しますɻ
ɹ̍ɽզ͕国の科学技術創造ཱ国をஎま͵教育と研究Ͱ͑ࢧɺੈքに貢献する実践ྗの͋る人ࡐを育成しますɻ
ɹ̎ɽྙ͍ߴཧ؍ɺίϛϡχέʔγϣϯೳྗɺ൑அྗを持ͭࢦಋ的ͳ研究者・技術者を育成しますɻ
ɹ̏ɽ学෦教育とେ学Ӄ教育の連携をਪਐしɺେ学Ӄ教育のߴ౓Խとଟ༷ԽをΑりҰ૚ਤりますɻ社会人教育を
ɹɹɹॏࢹしɺཹ学ੜのड͚ೖΕとૹりग़しをҰ૚ॆ実ͤ͞ますɻ

˔�時代を切り拓く科学技術に関する創造活動・社会との連携
ɹ޿く಺֎と連携した知と技の創造活動を௨ͯ͡ɺզ͕国と国際社会の発展に貢献しますɻ
ɹ̍ɽ国಺֎の研究者のަྲྀを活ੑԽしɺಉ時に国際Խをਪਐしますɻ
ɹ̎ɽ国際的ࢹ໺に͖ͮجɺ޿く֎෦のػ関との連携をڧԽしɺ時代を切り拓く科学技術෼໺の研究をਪਐしますɻ�
ɹ̏ɽ஍Ҭ࢈学׭ຽ連携をڧԽしますɻ

万人のための先端科学技術の
教育研究

自ら情報発信する
国際的研究者・技術者の育成

時代を切り拓く科学技術に関する
創造活動・社会との連携

人類の持続的発展に貢献する
知と技の創造と実践をめざします

̪̘̚Ϗδϣϯ
ɹ知のύϥμΠϜγϑτ͸ɺ先ӶԽした͞まざまͳӥஐと֬ݻたる知のج൫͕ଟݩ的ͳଟ༷ੑを༗するڥ؀ԼͰϘʔ
μʔϨεに૬ޓ৮発する͜とɺすͳΘͪ૯߹ίϛϡχέʔγϣϯ科学˞のμΠφϛζϜにΑͬͯ΋たら͞Εますɻ

ɹզʑ͸ɺߏ成һの自発的͔ͭ実践的ͳ活動をଚॏしͭͭɺ૯߹ίϛϡχέʔγϣϯ科学に͔͔Θる教育・研究の
μΠφϛοΫͳ知の創造ڌ఺Ͱ͋り続͚るとと΋にɺάϩʔόϧ社会にͦΕらの知をؐݩし続͚ますɻまたɺطଘ
の࿮૊ΈにとらΘΕる͜とのͳ͍෯͍޿連携・ڠಇを௨しͯɺੈք͔らೝ知͞Εるେ学としͯɺ持続発展Մೳͳ社
会のߏஙにد༩するΠϊϕʔγϣϯϦʔμʔをཆ成しますɻ

ʲ教育・研究ʳ
ɹੈքਫ४の教育ྗと研究ྗを༗するେ学としͯɺάϩʔόϧ͔ͭϢχʔΫͳ学ੜ・研究者͕ϘʔμʔϨεにू͍
活༂Ͱ͖るڥ؀をఏڙしますɻ૯߹ίϛϡχέʔγϣϯ科学のμΠφϛζϜのதͰɺ͔֬ͳઐ໳ੑを࣠にਾ͑ͭͭ
΋学際的・ଟݩ的ͳྗߟࢥをඋ͑たɺ科学・技術の発展を先ಋͰ͖る人ࡐをཆ成するとと΋にɺط成֓೦にとらΘ
Εͳ͍༥߹・ڥքྖҬの学໰෼໺を創造しますɻ

ʲ知の॥؀ʳ
ɹੈք͔らೝ知͞Εるେ学としͯɺॾ૊৫΍஍Ҭɺۀ࢈ք౳とのަྲྀ・連携・ڠಇをਪしਐめͳ͕らɺ社会とௐ࿨
のとΕた実践的ͳ教育・研究の成Ռをੵۃ的に発信しますɻ΋ͬͯɺੈքの人ʑ͕৺๛͔にੜ͖͕͍を持ͬͯ฻ら
ͤる持続発展Մೳͳ社会の実ݱにɺ͔֬ͳ໾ׂをՌたしますɻ

=

˞૯߹ίϛϡχέʔγϣϯ科学ɿຊ学͕ఏএする科学技術の৽し͍֓೦ɻৄࡉ͸ 1��� を͝ཡく͍ͩ͞ɻ
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環境マネジメント 

目黒会（同窓会） 生活協同組合等 エネルギーセンター等

保育施設運営業者 TLO（技術移転機関） ベンチャー企業

環  境  マ  ネ  ジ  メ  ン  ト  の  体  制  図

学　長

役 員 会

安全・環境保全室 節電等対策本部

学　術　院

学内関連
事業者等

情報理工学域
大学院

情報理工学研究科
教育研究センター等

全学教育・
学生支援機構

教育研究技師部

総合コミュニケーション
科学推進機構

附属図書館
スーパー連携大学院

推進室
グローバル化教育機構 保健管理センター

UEC コミュニケーション
ミュージアム

評価室

エコキャンパス推進本部

環境方針に基づく活動に
関すること

室長：理事（総務・財務担当）
環境保全に関すること 省エネルギー対策等に

関すること薬品管理部門
化学薬品の一元管理に関すること

本部長：学長

学 内 組 織

本部長：理事（総務・財務担当）

研究活性化推進室 研究戦略統括室

創立 100 周年記念事業
推進室

国際戦略室
男女共同参画・

ダイバーシティ戦略室

ＩＲ室 事務組織

環 境 マ ネ ジ メ ン ト の 体 制

　本学の環境マネジメントの体制は、学長をトοϓに
「役員会」、電ؾ௨৴大学環境方針に基づく活動の推進

を図るための「エコキャンパス推進本部」、教育研究
活動等に൐いൃ生する環境Ԛછを๷ࢭし、本学及び地
域ࣾ会の環境保全に資することを目佳とした「安全・
環境保全室」、節電、温暖化及び省エネルギー対策の

基本方針、基本計画、行動計画等を策何する「節電等
対策本部」͕設ஔ͞Εており、ͦの下に学内組織、学
内関連事業者なͲを഑ஔし、全学͕一体となͬて持続
Մ偂な環境഑ྀキャンパスを目指すシステムを構成し
ています。

環境マネジメントにͭいて

地球温暖化対策の取組
目　　標 計　　画 掲載ページ

温室効果ガスの
削減を図るために
省エネルギーを
徹底する

東京都の「温室効果ガス排出量削減義務と排出量取引制度」に
よる第 2 計画期間（2015 年度～ 2019 年度の 5 年間で年平均
17％）の 4 年目であり、引き続き達成に努めます。
特に電力は、節電等対策本部を中心に、なお一層の節電対策を
強力に推進します。

廃棄物の抑制、省資源による環境負荷の低減
目　　標 計　　画 掲載ページ

水使用量の
削減に努める

紙類の削減に
努める

グリーン製品の調達に努めます。
廃棄物の抑制、リサイクルに努めるとともに
PCB 廃棄物を適正に処分します。
改修時に節水機器への更新を行います。
会議等のペーパーレス化や文書の電子化、両面コピー・
コピー裏面の有効活用を推進します。

P.15 ～ 17、27

P.18 ～ 20、28

指　　標

電力使用量

温室効果ガス
排出量

実　　績

指　　標

環境の維持及び化学物質等の管理の徹底
目　　標 計　　画 掲載ページ

大学の環境維持向上と
教職員・学生の
健康と安全を図る

環境関連法令等を遵守します。
安心・安全な教育環境を維持・管理します。

P.21、22、30

廃棄量

資源化量

上水道使用量

下水道使用量

コピー用紙使用量

実　　績

指　　標 実　　績

▲2.9％

▲2.8％

▲18.1％

    19.1％
 9.0％

 8.8％

▲1.0％

環境関連法令等 すべて遵守

廃棄物を抑制し、
リサイクルに努める

※

※

地球温暖化対策の取組
目　　　標 温室効果ガスの削減を図るために省エネルギーを徹底する

東京都の「温室効果ガス排出量削減義務と排出量取引制度」による第 2 計画期間（2015 年度～ 2019
年度の 5 年間で年平均 17％）の 5 年目であり、引き続き達成に努めます。
特に電力は、節電等対策本部を中心に、なお一層の節電対策を強力に推進します。

計　　　画

廃棄物の抑制、省資源による環境負荷の低減
目　標　①

計　　　画

目　標　②
目　標　③

廃棄物を抑制し、リサイクル及び適正処分に努める
水使用量の削減に努める
紙類の削減に努める

グリーン製品の調達に努めます。
廃棄物の抑制、リサイクルに努めるとともに PCB 廃棄物を適正に処分します。
改修時に節水機器への更新を行います。
会議等のペーパーレス化や文書の電子化、両面コピー・コピー裏面の有効活用を推進します。

環境の維持及び化学物質等の管理の徹底
目　　　標

計　　　画

大学の環境維持向上と教職員・学生の健康と安全を図る

環境関連法令等を遵守します。
安心・安全な教育環境を維持・管理します。

年度ൺࡢ ※

2018 年度にお͚る環境഑ྀ行動の実績

2019 年度にお͚る環境഑ྀ行動の計画
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環境ύϑΥーϚンスใࠂ

エネルギー

水資源

化学物質

その他資源

総エネルギー投入量　　　　　　149,263GJ
電力使用量　　　　　　　　13,612 千 kWh
都市ガス使用量　　　　　　　 269 千 N ㎥

上水使用量　　　　　　　　　　82.6 千㎥

化学物質投入量（PRTR 対象）　　　925 ㎏

紙類（Ａ4 判換算）　　　　　 7,676,000 枚

ＩＮＰＵＴ（資源の投入量） ＯＵＴＰＵＴ（環境への排出量）
大気への排出

温室効果ガス排出量　　　　　 　7,467t-CO₂

排水
下水排水量　　　　　　　　　　　79.2 千㎥

化学物質
薬品処分量　　　　　　　　　　　　67.9 ㎏

廃棄物
廃棄物総排出量　　　　　　　　251,568 ㎏

主な再資源化品目

OA 用紙　　　　　　　　　　　　 37,296 ㎏
缶・金属類　　　　　　　　　　　  3,888 ㎏

ビン・ガラス類　　　　　　　　  　2,532 ㎏
プラスチック　　　　　　　　　　48,492 ㎏教育研究活動 課外活動 国際交流

大学の主な活動 社会への還元

高度な研究者・技術者の輩出
研究成果の社会への還元

廃液処分量　　　　　　　　　　　3,124.8ℓ

Ϛ ς Ϧ Ξ ル ό ラ ン ス

　ຊ学Ͱ͸ɺ教育研究活動΍社会ݙߩ活動౳ʹΑΓɺ
電気なͲの֤छエネルギーのར用΍ɺ用紙なͲの資源
のফඅɺ温室効果ガス΍廃棄物なͲの排出Λ͍ͯ͠·
͢ɻຊ学͸ɺ͜ΕΒの環境ෛՙの؅ཧʹ͍ͭͯ๏ྩ౳
の९कΛ͢ΔなͲద੾ʹ͍ߦɺੵۃతな環境ෛՙ௿ݮ
ʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ۩ମతな環境ෛՙ௿ݮのऔ૊ʹ͍ͭ
ͯ͸ɺ࣍ϖーδҎ߱（P.11 ʙ ͯ͠ࡌه͘͠ৄʹ（15

2018 ೥度のϚςϦΞルόランスʹ͍ͭͯ ͓Γ·͢ɻ
　2018 ೥度のຊ学ʹ͓͚ΔϚςϦΞルόランス（物
質ऩࢧ）͸Ҏ下のਤのͱ͓ΓͰ͢ɻ*NP6T（資源の投
入量）͸エネルギー΍水なͲの資源Λࣔ͠ɺO6TP6T

（環境への排出量）͸温室効果ガス΍廃棄物なͲΛࣔ
͍ͯ͠·͢ɻ·ͨɺৄࡉなσーλʹ͍ͭͯ͸ɺຊใࠂ
ॻʮ資ྉ・ධՁ・σーλʯの߲目（P.23）Λ͝ཡͩ͘
͍͞ɻ
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ݮ�࡟��ͱԹ�ࣨ�ޮ�Ռ�Ψ�ε�ഉ�ग़�ྔ�ͷྔ�༺�࢖�ྗ�ి

ɹ201� 年౓ͷిྗ࢖༻ྔ͸ɺҎԼʹ༷ࣔ͢ʑͳ
औ૊ͷޮՌ౳ʹΑΓɺલ年౓ΑΓ Εɺ͞ݮ࡟�2�9
ྉۚʹ͍ͭͯ΋લ年౓ΑΓ༺࢖ؾి 1�,�34 ઍԁ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻݮ࡟
ɹ·ͨɺԹࣨޮՌΨεഉग़ྔ͸ɺલ年౓ΑΓ 2��ˋ
ͱͳΓ·ͨ͠ɻݮ࡟
౦ژ౎ͷʮԹࣨޮՌΨεഉग़ྔٛݮ࡟຿ͱഉग़ྔ
औҾ੍౓ʯʹ͓͍ͯɺ201� 年౓͔Β͸ 2019 年
౓·Ͱ͕ୈ ४ഉग़ྔجͱͳΓɺؒظըܭ2 	2003
年౓ʙ 200� 年౓ͷฏۉഉग़ྔ 
 ͔Βͷݮ࡟཰͸
2014 年౓·Ͱͷ ��͔Β 1��ʹେ෯ʹҾ্͖͛
ΒΕ͍ͯ·͢ɻ
ɹ͞Βʹ 2020 年౓͔Β͸ୈ 3 ͱͳΓɺؒظըܭ
཰͸ݮ࡟ 2��ͱҾ্͖͛ΒΕΔͨΊɺࠓ·Ͱͷ
লΤω͚ͩͰ͸ͳ͘࠶ੜՄೳΤωϧΪʔͷར༻֦
େ΋ࢹ໺ʹೖΕɺഉग़ྔ͚ͨ޲ʹݮ࡟औ૊ΛҾ͖
ଓ͖࣮͖͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ

14,023,194kWh
13,611,666kWh

2017 年度 2018 年度

411,528kWh 削減

2017 年度

7,467t-CO₂/ 年

2018 年度

8,087t-CO₂/ 年（目標値）

前年度比

216t-CO₂/ 年 削減
前年度比

7,683t-CO₂/ 年

ͱͱ΋ʹɺշదͳڭҭڥ؀ڀݚΛ੔උ͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖
·ͨ͠ɻ
ɹ·ͨࣨ಺ύωϧ͕ిಈͰঢ߱Ͱ͖Δ΋ͷΛ࠾༻ͯ͠
͓Γɺࣨډͷར༻ऀࣗΒ͕༰қʹϑΟϧλʔͷਗ਼૟Λ
Ͱ͖ΔΑ͏ʹ͠·ͨ͠ɻ
ɹޙࠓ΋ܭըతʹޮߴ཰ͷۭௐثػͷߋ৽ΛਐΊΔ͜
ͱʹΑΓɺֶ಺શମͷిྗ࢖༻ྔͷݮ࡟ʹ౒Ί·͢ɻ

ʲࣸਅ 1ʳߋ৽͞Εͨ৽͍ۭ͠ௐࣨ֎ػ（౦ 6߸ؗ）

ʲࣸਅ 2ʳిಈঢ߱ࣜͷࣨ಺ύωϧ

ʲਤ 2 ౙrقϙελʔ（ඒज़෦）ʲਤ 1 Նrقϙελʔ（ॻ%P� ෦）

ɹֶੜٴͼڭ৬һʹઅిҙࣝΛ࣋ͬͯ΋Β͏ͨΊɺຊ
ֶͷτΠϨʹஆ๪ศ࠲ͷઅిΛݺͼ͔͚ΔεςοΧʔ
Λ 201� 年౓΋Ҿ͖ଓ͖షΓ·ͨ͠ɻ
ɹຊֶʹ͸ஆ๪ศ͕࠲ 300 ୆Ҏ্͋Γ·͕͢ɺࢿ
Θͳ͍ͱ͖࢖ΤωϧΪʔிʹΑΕ͹˞ɺτΠϨΛݯ
ʹ;ͨΛดΊΔ͚ͩͰ΋ɺ1 ୆͋ͨΓ年ؒͰిؾ
34�90kWh ͷলΤω（໿ ��0 ԁͷઅ໿）ʹͳΔͱ͞Ε
͍ͯ·͢ɻޙࠓ΋͜͏ͨ͠औ૊Λ͜͏ߦͱʹΑͬͯɺ
ֶੜ΍ڭ৬һͷઅిҙࣝͷৢ੒ΛਤΓɺઅిߦಈͷଅ
ਐΛ目͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ
˞ ग़ యɿhUUQ�//XXX�FOFDhP�NFUJ�HP�KQ/DBUFHPSZ/TBWJOH@BOE@OFX/
TBWJOH/HFOFSBM/hPXUP/CBUhUPJMFU/JOEFY�hUNM

節   電
 

節電等対策本部・施設課

便座の
蓋は閉めて
ください

6月～10月 11月～5月

暖房便座と
温水洗浄は
機能停止

節   電
 

節電等対策本部・施設課

暖房便座と
温水洗浄は
機能停止

便座の
蓋は閉めて
ください

Jun.ーOct. Nov.ーMay

Save                       Energy

No seat warming & 
No water warming system

Close the lid after 
use to keep the seat warm

ʲਤʳεςοΧʔ೔ຊޠ൛ͱӳޠ൛

201� 年౓ͷ࣮੷ʹ͍ͭͯ

東 4・6号館の空調機器の更新

201� 年౓ͷऔ૊ʹ͍ͭͯ

ɹ࿝ٺԽͨ͠౦ 4߸ؗɾ౦ 6߸ؗͷۭௐ͋ثػΘͤ
ͯ 12� ୆（౦ 4߸ؗɿ49 ୆ɺ౦ 6߸ؗɿ�6 ୆）ͷߋ
৽Λ͍ߦ·ͨ͠ɻޮߴ཰ͷۭௐߋʹثػ৽͢Δ͜ͱʹ
ΑΓɺثػͷফඅిྗΛ 24� Δ͜ͱ͕Ͱ͖Δ͢ݮ࡟

② 節電キャンペーン
ɹۭௐෛՙ͕૿Ճ͢ΔՆ6݄）قʙ 9݄）ͱౙ12）ق
݄ʙ 3݄）ʹɺઅిΩϟϯϖʔϯΛల։͠·ͨ͠ɻظ
ؒத͸ɺຊֶͷॻ%Pʂ෦ٴͼඒज़෦੍͕ͨ͠࡞ϙε
λʔΛֶ಺ͷαΠωʔδ΍ຊֶϗʔϜϖʔδɺ4/4 ౳
Ͱൃ৴͠ɺ্هͷֶੜͨͪͱۃੵͯ͠ྗڠతʹઅిΛ
ͼ͔͚·ͨ͠（ਤݺ 1ɺ2）ɻɹ
ɹ·ͨɺిྗ࢖͕༺࢖༻目҆（Նٴقͼౙقͱ΋ʹ
3,400kW）Λ௒͑Δ͜ͱ͕༧ଌ͞ΕΔͱɺશֶʹϝʔ
ϧٴͼ์ૹͰిྗ࢖༻Λ཈੍͢ΔΑ͏Ξφ΢ϯε͠·
ͨ͠ɻ

①トイレ節電ステッカー

ʮۭௐઃඋߋ৽جຊํ਑ʯʹΑΔڥ؀ෛՙ௿ݮʹ͍ͭͯ
－ＴＯＰＩＣ－

ɹຊֶʹ͸ଟ͘ͷۭௐઃඋ͕ઃஔ͞Ε͓ͯΓɺ͜Ε
·Ͱࡒ͍͠ݫ੓ঢ়گͷதɺ͔ࠃΒͷิॿۚΛ׆༻͠
৽ΛਐΊ͖ͯ·ͨ͠ɻ͠ߋʹըతܭͭͭ ͔͠ͳ͕Βɺ
ґવͱۭͯ͠ௐઃඋͷ࿝ٺԽ͸ਐ͓ͯ͠ߦΓɺڭҭ
ઃϚωδࢪোΛ͖ͨ͞ͳ͍ͨΊʹ΋ɺࢧʹಈ׆ڀݚ
ϝϯτ΋ؚΉ࿝ٺԽରٸ͕ࡦ຿ͱͳ͍ͬͯ·ͨ͠ɻ
ɹͦ͜Ͱຊֶ͸ 201� 年౓ʹɺʮిؾ௨৴େֶۭௐ
ઃඋߋ৽جຊํ਑ʯΛࡦఆ͠ɺ௕ظʹΘͨͬͯշద
ͳࣨ಺ڥ؀Λҡ࣋͢ΔͨΊʹඞཁͳࣄ޻ʹ͍ͭͯɺ
ըతʹਪਐ͍ͯ͘͜͠ͱʹͳΓܭΛ֬อͭͭ͠ݯࡒ
·ͨ͠ɻ
ɹ۩ମతʹ͸ɺୈ ৽ߋதʹ͓͚Δؒظըܭظதظ3

োͷނ௕͕ؒ͘ظͷྦྷੵӡసޙըʹ͓͍ͯɺઃஔܭ
ස౓͕͍ߴͱ͍ͬͨ4ͭͷཁ݅Λ͢΂ͯຬͨͨ͠ݐ
෺Λ༏ઌͯ͠ߋ৽Λ࣮͖͍ͯ͠ࢪ·͢ɻ͞Βʹɺߋ
৽ͷࡍ͸ҡ࣋؅ཧ΁ͷ഑ྀͱͯ͠ɺར༻ऀ͕༰қʹ
ϑΟϧλʔਗ਼૟ΛͰ͖ΔΑ͏ʹిಈঢ߱ࣜࣨ಺ύ
ωϧͷػछ（1�11 ӈԼ < ࣸਅ 2>�）Λ࠾༻͢Δ͜ͱ
΋੝Γࠐ·Ε͍ͯ·͢ɻޮߴ཰ߋʹثػ৽͢Δ͜ͱ
ʹΑΓɺফඅిྗͷ௿ݮʹ൐͏ޫ೤අͷઅٴݮͼԹ
ࣨޮՌΨεഉग़ྔͷࠐݟ͕ݮ࡟·Ε·͢ɻޙࠓɺຊ
ֶ͸͜ͷํ਑ͷԼʹۭௐઃඋͷߋ৽Λਪਐ͠ɺ࣋ଓ
ՄೳͳΩϟϯύεΛ目͖͍ͯ͠ࢦ·͢ɻ

ࠂύϑΥʔϚϯεใڥ؀
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ࠂύϑΥʔϚϯεใڥ؀

ഇغ��෺�ͷݮ�࡟��ͱݯ�ࢿ��Խ�ͷ�ଅ�ਐ

16,956 ㎏

前年度比

3,180 ㎏削減

 237,792 ㎏

2017 年度 2018 年度

前年度比

38,136 ㎏増

13,776 ㎏

2018 年度2017 年度

199,656 ㎏199,656 ㎏199,656 ㎏

※廃棄物の処理業者により分別方法や廃棄・資源化の処理方法が異なるため、年度により重量にばらつきがあります。

廃
　
　 

棄

資
　源
　化

新聞・雑誌
ＯＡ用紙
段ボール
生ゴミ
繊維類
その他の可燃物
缶・金属類
ビン・ガラス類
プラスチック
その他の不燃物
小　　　　　計

合　　　　　計

新聞・雑誌
ＯＡ用紙
段ボール
生ゴミ
繊維類
その他の可燃物
缶・金属類
ビン・ガラス類
プラスチック
その他の不燃物
小　　　　　計

品　　　　　目 2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度

0
0

0

0

0

0
0

　0

0

0

3,240
55,032
5,304

0

　70,056

6,480

0
0
0

　26,952
　46,956

　16,152
　7,296

　29,736
　171,156
241,212

　6,696

　37,368

0
0

　0
　3,264
　48,996
　12,480

64,740

0
0
0

0
0

0

13,068

　20,016
　43,812

　33,552
　6,348

　27,792
　182,856
　247,596

　4,812

　33,456

0
0
0

2,784
　696
　3,480
　11,412

18,372

0
0

0

6,264
31,344

　21,288
　45,744

　32,076
　8,064

　6,504
　214,512
232,884

　7,080

　31,068

　25,080

0
0
0

3,060
　768
　3,828
　9,300

16,956

0
0

0

6,888
34,416

　13,800
　37,800

　5,700
　480

　9,240
　199,656
216,612

　5,340

　58,452

　27,540

3,180
　792
　3,972
　5,832

13,776

0

7,152
35,736

　22,716
　37,296

　3,888
　2,532

　43,668
　237,792
251,568

　7,728

　48,492

　28,584

※単位：ｋｇ

　2018 年度のഇྔغ͸ɺ13,776LH Ͱ͋Γɺલ年度ൺ
18�8� Խྔ͸ɺ237,792LHݯࢿগ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺݮ
Ͱ͋Γɺ19�1�૿Ճ͠·ͨ͠ɻ
　2015 年度·Ͱ͸ɺ໌Β͔ʹϦαΠクルͰ͖Δ΋
ののΈΛʮݯࢿԽʯʹ෼類͍ͯ͠·ͨ͠ɻ͔͠͠ɺ
2016 年度͔Β͸ɺ໌Β͔ʹഇ͢غΔ΋のҎ֎͸ੵۃ
తʹ͢΂ͯʮݯࢿԽʯʹ෼類ͨ͜͠ͱ͔Βɺಛʹʮそ
の他可燃物ʯの෼類΋େ͖͘ݟ௚͞Εɺഇ͕ྔغେ෯
গ͢Δ݁ՌͱͳΓ·ͨ͠ɻݮʹ
　ֶ಺Ͱ͸ɺʮ可燃ʯʮ不燃ʯʮミックスϖーύーʯʮϖッ

τボτルʯʮ缶類ʯʮビン類ʯの෼ผボックスΛઃஔ͠ɺ
·ͨɺຖि໦༵೔ʹʮ不燃ૈେ͝Έʯʮ໦ࡐʯʮύιί
ン類ʯʮՈిϦαΠクル੡品ʯʮ新聞紙・雑誌他ʯʮμ
ンボール類ʯ౳ૈେ͝Έ・ݹ紙類の෼ผճऩΛ͏ߦ౳ɺ
ֶ生・ڭ৬һʹ͝Έの෼ผΛप஌͓ͯ͠Γ·͢ɻ
　·ͨɺࣨڀݚ౳Ͱ不ཁͱͳͬͨ物品ΛϝールͰݺͼ
͔͚ͯඞཁͳਓʹͯͬ࢖΋Β͏ͱ͍͏ϦϢース׆ಈΛ
ɻ͞ΒʹɺϖーύーϨスԽʹ͍ͭͯ΋ਪ͢·͍ͯͬߦ
ਐ͓ͯ͠Γɺ͜のΑ͏ͳ׆ಈֶ͕಺ʹਁಁ͖ͯͨ͜͠
ͱ΋ഇྔغのݮ࡟ͱݯࢿԽのଅਐのҰͭのཁҼͩͱߟ
͑ΒΕ·͢ɻ2019 年度΋Ҿ͖ଓ͖ɺഇغ物Λ཈੍͠ɺ
ϦαΠクルのਪਐʹ౒Ί·͢ɻ

2018 年度の࣮੷ͱऔ૊ʹ͍ͭͯ

্�Լ�ਫ�ಓ࢖��用�ྔ�のݮ�࡟�

　2018 年度の্ਫಓ࢖用ྔ͸ɺ82�6 ઍ㎥Ͱ͋Γɺ
લ年度ൺ 9�0� ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ·ͨɺԼਫಓ࢖用ྔ
͸ 79�2 ઍ㎥Ͱ͋Γɺલ年度ൺ 8�8� ૿Ճ͠·ͨ͠ɻ
　ओʹࣨڀݚのଟ͍౦ 1 ߸ؗ΍౦ 4 ߸ؗͰ૿Ճͯ͠
͓Γɺ͜ΕΒのݐ物Ͱ࢖用͞ΕΔ࣮ثػݧ౳のྫྷ٫
ਫ͕૿Ճͨ͜͠ͱ͕ཧ༝ͱͯ͑͠ߟΒΕ·͢ɻ
ʹݮ࡟用ྔの࢖औ૊Έɺਫʹࡦ͸ΑΓઅਫରޙࠓ　
౒Ί·͢ɻ

前年度比

6.8 千㎥増加

72.8 千㎥

82.6 千㎥

前年度比

6.4 千㎥増加

2018 年度2017 年度

79.2 千㎥

75.8 千75.8 千㎥㎥

・ग़ೖޱ൶のͳ͔ͬͨτΠϨʹ൶Λઃஔ
・੢ 8߸ؗʹଟ目తτΠϨΛઃஔ
΋࿨ࣜτΠϨの༸ࣜԽɺଟ目తτΠϨ͓Αͼঁޙࠓ　
τΠϨの੔උ౳ΛਐΊͯ·͍Γ·͢ɻࢠ

　ຊֶ͸ 2017 年度ʹʮిؾ௨৴େֶ　τΠϨڥ؀੔
උجຊํ਑ʯΛࡦఆ͠ɺ௕ظʹΘͨͬͯշదͳτΠϨ
のڥ؀੔උΛ͓ͯͬߦΓ·͢ɻ
　ຊجຊํ਑ʹ͖ͮجɺ2018 年度͸౦ 6߸͓ؗΑͼ
੢ 8߸ؗのτΠϨΛվम͍ͨ͠·ͨ͠ɻվमલ͸ɺ྆
τࢠΓɺ·ͨɺঁ͓ͯͬ࢒物ͱ΋࿨ࣜτΠϨ͕ଟ͘ݐ
ΠϨ͕গͳ͘ɺ੢ 8߸ؗʹ͸ଟ目తτΠϨ͕͋Γ·
ͤΜͰͨ͠ɻ۩ମతͳվम・੔උ͸࣍のͱ͓ΓͰ͢ɻ
・࿨ࣜτΠϨΛઅਫܕのԹਫચড়ػೳ෇༸ࣜτΠϨʹɺ
র໌ث۩Λޫܬ౮͔Βޮߴ཰の 新ߋʹ%&-
τΠϨ͕ͳ͔ͬͨ֊ʹύ΢μーίーφー౳Λઃࢠঁ・
τΠϨΛઃஔࢠঁ͚ͨ

ʲࣸਅ 1ʳվमޙの౦ 6߸ؗのτΠϨ

2018 年度の࣮੷ʹ͍ͭͯ

2018 年度のऔ૊ʹ͍ͭͯ
東 6・西 8号館のトイレ整備

ʲࣸਅ 2ʳվमޙの੢ 8߸ؗのଟ目తτΠϨ
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環境パフォーマンス報告

化 学 物 質 の 管 理 の 徹 底

　2018 年度に学内で不要になった薬品の処分量は約
67.9㎏でした。一方、不要になった廃液は約 3,124.8ℓ
でした。
　廃液等の廃棄については薬品保管者が各自で行うこ
ととされており、2018 年度は、年間で 15 回廃棄処
分を行いました。同じ専攻や近隣建物の教員がまとめ
て一度に処分する等、廃棄処分コストの削減に努めて
います。

　PCB 廃棄物は、PCB 特別措置法及び東京都 PCB 適
正管理指導要綱に基づき報告するとともに、構内指定
場所に厳重に保管管理しています。
　本学では高濃度 PCB 廃棄物を 2017 年度から 2019
年度の 3年間で処理する計画で、2年目である 2018
年度はドラム缶9缶（3,339kg）を適切に処理しました。

安 全 衛 生 管 理

　労働安全衛生法に基づき、産業医や衛生管理者によ
る作業場等の巡視を定期的に実施し、安全衛生の向上
を図るとともに、主に建物や設備の状況確認を行う安
全・環境パトロールも定期的に実施し、不具合等の改
善に努めています。
　また、防災管理点検を行い、耐震対策を主眼として
学外の専門家による意見に基づき、物品棚や書架等の
家具類の固定や避難路等についての安全確保を進めま
した。

　労働安全衛生法では、有害な業務を行う作業場につ
いて、作業環境測定を行わなければならないとされて
おり、本学では、有機溶剤及び特定化学物質の作業環
境測定を実施しました。
　測定結果により、第１管理区分（管理状態が良好で
健康障害の危険は少ない。）、第２管理区分（定期的に
測定を繰り返して推移を見る。）及び第３管理区分（管
理不十分で健康障害の危険がある。）の 3つのいずれ
かに分類されます。
　2018 年度は、9月 26 日～ 9月 28 日及び 2月 26 日
～ 2月 27 日の 2回実施し、測定の結果、全ての箇所
が第１管理区分（管理状態が良好で健康障害の危険は
少ない。）であることが確認されました。

【写真】学内巡視の様子

　教育や研究にともなう実験や試験のために使用する
化学薬品について、研究室での取扱者が購入・使用・
廃棄に関する情報をそれぞれ登録することにより、本
学全体の化学物質の保有量・使用量をWeb 上で集約
し管理する「薬品管理支援システム」が 74 の研究室
で利用されています。全学で約 7,200 品目、12,000
点以上の化学薬品を登録しています。
　5月 11 日に開催した薬品管理支援システム講習会
では、薬品を取り扱う100名（学生78名・教職員22名）
が同システムの運用方法や薬品の安全管理、環境保全
等について受講しました。

　教職員の健康管理について、これまでは一般定期健
康診断、特別定期健康診断（放射線従事者、特定有
害業務従事者）、VDT 作業従事者等眼科検診等を行っ
ていましたが、労働安全衛生法の一部改正により、
2016 年度から常時勤務する労働者に対して、医師、
保健師等による心理的な負担の程度を把握するための
検査（ストレスチェック）を実施しています。
　受検方法は、受検者が情報基盤センターのファイル
サーバー上にあるストレスチェックのプログラムにア
クセスして「職業性ストレス簡易調査票（57 項目版）」
の項目を任意で回答するもので、2018 年度は 10 月 1
日から 10 月 22 日にかけて行われました。
　検査結果について一定の要件に該当する者から申し
出があった場合には、医師による面接指導を実施し、
ストレス状況軽減措置などを図ります。
　なお、ストレスチェックを受検しないこと、ストレ
スチェックの結果等を理由として職員が不利益な取り
扱いを受けることはありません。

　AED（自動体外式除細
動器）とは、心臓がけい
れんし、血液を流すポン
プ機能が失われたときに、
心臓に電気ショックを与
え、正しい心臓のリズム
に戻すために医療機器で、
2004年より医療従事者で
ない一般市民でも使用で
きるようになりました。
　現在、調布キャンパス
には、保健管理センター
や守衛所をはじめ、学内各所に設置しています。
　また 11 月 10 日に実施した全学的な防災訓練の際
に、調布消防署の指導により、AED実習を行いました。

【写真 1】体育館内に設置されている
　　　　 AED

【写真】廃液等を運び出す様子

【写真】PCB 廃棄物を処分場へ運び出す様子

【写真】講習会で説明する石田尚行教授（薬品管理部門長）

【写真2】AEDの実習を受ける福田学長（防災訓練にて）

　圧縮ガス・液体ヘリウム・液体窒素等を含むすべて
の高圧ガスを取扱う学生・教職員を対象に、高圧ガス
の危害を防止し、安全な取り扱いや関連法規、液体
窒素の液取り実習を行う講習会を 5月 21 日及び 5月
30 日に開催し、207 名（学生 180 名・教職員 27 名）
が受講しました。

　学生・教職員等で本学並びに他の大学・研究機関に
おいて、放射線を扱う業務を行う者について放射線障
害を防止するため放射線の人体に与える影響や装置の
安全な取り扱い、関係法令等、放射線・X線の取り扱
いに関する講習会を 4月 20 日に開催し、164 名（学
生 134 名・教職員 20 名・学外の共同研究者 10 名）
が受講しました。

薬品管理支援システム講習会の開催

高圧ガス保安講習会の開催

放射線・X線取扱に関する安全講習会の開催

不要薬品等の廃棄について

PCB 廃棄物の管理及び処理について

作業環境測定

AEDの設置状況

学内巡視

健康管理 環
境
教
育
研
究
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

環
境
報
告
の

基
本
的
要
件

環
境
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
報
告

資
料
・
評
価
・
デ
ー
タ

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト



環境報告書 2019環境報告書 2019 　1817　

環境教育ڀݚ・コミュニケーション

環�境�ʹ�関�͢�Δ�教�育ڀ�ݚ��ʹ�ͭ�͍�ͯ

ɹຊ学͸ɺ人間・社会・ࣗવͷடংΛܗ੒͢Δ物・エ
ネルギー・情報ͷ૬࡞ޓ༻Λコミュニケーションとଊ
͑·͢ɻ通信ʹΑΔ情報ަ׵ͷΈͳΒͣɺ生命׆ಈΛ
ҡ࣋͢Δࡉ๔間ͷ物質ަ׵ɺ経׆ࡁಈΛଅ͢՟ฎͷަ
ɺࣗ׵ વքͰͷエネルギーަ׵΋ɺ͢ ΂ͯコミュニケー
ションと͑ߟɺ͜ΕΛڀݚର৅と͢Δ科学Λʮ総合コ
ミュニケーション科学ʯとͯ͠ఏএ͠·͢ɻ
ɹจ໌ͷൃୡͨ͠ݱ୅Ͱ͸人工物͕ഔհ͢Δコミュニ
ケーション͕૿͑ɺ人工物͕適੾ʹ機能͢Δ͜とͰԁ
ͳΔコミュニケーション͕গͳ͋͘Γ·ͤΜɻ地ʹ׈
球環境Λ݈શʹ࣋ଓͤ͞ɺ҆৺҆શͳ社会Λߏங͠ɺ
人ʑ͕৺๛͔ʹ฻Β͍ͯͨ͘͠Ίɺ人間・社会・ࣗવ
ʹ人工物ΛՃ͑ɺͦΕΒͷ間ʹଘ͢ࡏΔʮ૬࡞ޓ༻ʹ
コミュニケーションʯͷຊ質とҙٛΛਖ਼͘͠理ղ͠ɺ
機能తʹ্ͤ͞޲Δ͜とΛ目తと͠·͢ɻ
ɹ総合コミュニケーション科学͸ɺ科学・技術Λج൫
とͨ͠学໰ͷ৽͍͠概೦Ͱ͋ΓɺͦͷྖҬ͸ैདྷͷࣗ
વ科学͸΋とΑΓɺ人จ・社会科学΋แׅ͠·͢ɻ͜
ͷ޲ࢤେͳ概೦Λൃలͤ͞ΔͨΊʹ͸ɺະདྷ޿ͨ͠͏

ࣗ༝ͳൃ૝͕ٻΊΒΕ·͢ɻ
ɹԼͷਤ１Ͱ͸ɺ総合コミュニケーション科学Λߏ੒
͢Δطଘͷ情報理工学分໺Λɺ人間・社会・ࣗવとͷ
関ΘΓʹԠͯ͡഑ஔ͠·ͨ͠ɻͦͷେ半͕人間・社会・
ࣗવͷ複数ʹ関ΘΔ͜と͕Θ͔Γ·͢ɻ
ɹ͜͜ʹͨ͛ڍ知ࣝと概೦ɺ技術΍経験Λ׆༻ͯ͠生
Έग़͞Εͨ΋ͷ͕人工物Ͱ͢ɻ総合コミュニケーショ
ン科学Ͱ͸ɺ人工物͸人間・社会・ࣗવͷ間Λ஥հ͢
Δ͚ͩͰͳ͘ɺ人工物ͦΕࣗ体͕ɺ人間・社会・ࣗવɺ
コミュニケーショ）܎ʯͷ関༺࡞ޓͼ人工物とʮ૬ٴ
ン）Λ݁ΜͰ͍Δと͑ߟ·͢ɻ
ɹʮ人間ʯʮ社会ʯʮࣗવʯ͸ɺͦΕͧΕΛڀݚର৅と
͢Δ学໰ྖҬ͕͋Γ·͢ɻͦΕΒطଘͷ学໰ྖҬͷର
৅とͷコミュニケーションʹண目͠ɺͦͷ্޲Λ目ࢦ
͢総合コミュニケーション科学͸ɺඞવతʹ複合త・
༥合తͳ৭࠼Λଳͼ·͢ɻ
ɹ͕ͨͬͯ͠ɺ総合コミュニケーション科学ͷڀݚର
৅ʹ͸環境ʹ関͢ΔྖҬ΋ؚ·Ε͓ͯΓɺ࣋ଓՄ能ͳ
社会Λ実ͤ͞ݱΔͨΊͷ教育׆ڀݚಈΛਪਐ͍ͯ͠·
͢ɻ

Human

生体工学

医療福祉工学ロボティクス
メカトロニクス

熱工学・流体工学
個体力学
生命工学医療情報学

バイオイメージング
燃料電池
太陽電池

スピントロニクス

半導体工学量子情報

量子工学
プラズマ

レーザー科学・工学
物質科学 機能材料科学

エネルギー工学
省エネ技術宇宙電磁環境

精密計測
信号処理

情報理論
情報通信ネットワーク

メディア工学
インターネット

ワイヤレス通信
情報システム
ソフトウェア工学
設計工学
環境工学
生産工学

光通信
フォトニクス

教育工学

コンピュータアート・ゲーム
計算言語学

計算科学
最適化 ゲーム情報学

情報セキュリティ

人間情報学

複雑ネットワーク科学
感性工学人工知能

ソーシャルメディア
経営情報学

空間情報科学
経営工学

社会情報学

先端ロボティクス
機械システム

化学生命工学

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｻｲｴﾝｽ

ｾｷｭﾘﾃｨ情報学

計測・制御ｼｽﾃﾑ

情報数理工学
電子情報学

電子工学

物理工学

光工学

情報通信工学 メディア情報学

認知脳科学

量子エレクトロニクス
ナノ物理工学
ナノテクノロジー

原子・分子・光科学

グリーン化学

Nature Soci
ety

サービスサイエンス
品質・信頼性工学

経営・社会情報学

技術英語

ਤ �ɹ総合コミュニケーション科学ͷྖҬ

ʮ総合コミュニケーション科学ʯと環境
ɹ���� 年度ʹ開講ͨ͠環境関連科目ͷ一部Λ͝঺հ͠·͢ɻ

環境分໺ͷतۀ科目一覧（一部）

宇宙通信工学
宇宙・地球科学
化学概論第一
化学概論第二
化学とエネルギー

環境論
科学技術と人間

技術者倫理
光電子材料学

社会情報論
生産管理
生産システム工学
生物学概論
総合コミュニケーション科学

地学実験
地学

地理学
分子生物学

２０１８年度開講環境関連科目一覧（一部）

Λ設ஔ߈ઐڀݚಉサステイナビリティڞ
－ＴＯＰＩＣ－

ɹຊ学͸ɺ౦ࠃ֎ژ語େ学ɺ౦ژ೶工େ学とͷࡾେ
学ڞಉۀࣄʮจ理ڠಇܕグローバル人材育੒プログ
ラムʯͷ一環とͯ͠ɺ���� 年 � ಉサステイڞʹ݄
ナビリティڀݚઐ߈（ത࢜ظޙ՝ఔ）ͷ設ஔΛߏ૝
͠ɺ���� 年 � ݄ �� ೔෇Ͱจ部科学省ΑΓ設ஔͷ
ՄΛಘ·ͨ͠ɻڐ
ɹຊڞಉઐ߈͸ɺࡾେ学͕ڞಉͰ設ஔ͢Δ複合৽ྖ
Ҭͷڀݚઐ߈Ͱ͢ɻࠓ೔人ྨ͕௚໘͢Δグローバル
ͳ՝୊ʕとΓΘ͚開ൃɺ環境ɺฏ࿨ʹ関ΘΔ໰୊ʕ
ͷղܾʹ͚ͯ޲औ૊Ή͜と͕サステイナビリティ
（࣋ଓՄ能性）ڀݚͷ࢖命とҙٛͰ͋Δとͷ͑ߟʹ
設ཱ͢Δ΋ͷͰ͢ɻ͍ͯͮج
ɹʮ࣋ଓՄ能ͳ開ൃ（SuTtainaCMe�%eWeMoQment）ʯ
と͍͏༻語͸ɺ΋と΋とʮ環境と開ൃʹ関͢Δੈք
ҕһ会ʯ（ϒルントラントҕһ会）͕ ���� 年ʹץ
΋ͷͰɺ͕ͦͨͬ޿ʹॻʹΑͬͯੈքతࠂ報ͨ͠ߦ
͜Ͱ͸環境໰୊͕͘ڧҙࣝ͞Ε͍ͯ·ͨ͠ɻैདྷͷ
サステイナビリティڀݚʹ͓͍ͯ΋ɺ΍͸Γͦͷத
৺ʹ環境໰୊͕ਾ͑ΒΕ͍ͯ·ͨ͠ɻ
ɹ一ํɺ���� 年 � ݄ͷࠃ連サミットͰ࠾୒͞Ε
ͨʮ࣋ଓՄ能ͳ開ൃͷͨΊͷ ���� アジェンμʯͰ
͸ ���� 年͔Β ���� 年·Ͱͷࡍࠃ目ඪʮ࣋ଓՄ
能ͳ開ൃ目ඪ（SuTtainaCMe�%eWeMoQment�(oaMT��
S%(T）ʯ͕͛ܝΒΕɺ環境໰୊ʹとͲ·Βͣɺශࠔɺ

อ݈・Ӵ生ɺ教育ɺΨバナンスɺฏ࿨ͳͲɺ開ൃʹ
関ΘΔ෯͍޿໰୊͕ͦͷର৅と͞Ε͍ͯ·͢ɻຊڞ
ಉઐ߈΋͜ͷ S%(T とಉ͘͡ɺ෯ࣹ͍޿ఔ͔Βʮサ
ステイナビリティʯΛଊ͑·͢ɻ
ɹຊڞಉઐ߈Ͱ͸ɺࠃ連ʹΑͬͯ理೦とͯࣔ͠͞Ε
ͨ͜͏ͨ͠ S%(T Λɺࡾେ学ͷڧΈʕʮ言語・リϕ
ラルアーπٴͼ地Ҭڀݚͷ教育ڀݚ力ʯ	 ౦֎େ 
ɺ
ʮ৯料ɺエネルギーɺライフサイエンス分໺ͷ教育
・力ʯ（೶工େ）ɺʮ情報・通信（*$5）ɺ人工知能ڀݚ
ロボティクスɺ光工学分໺ͷ教育ڀݚ力ʯ（電通େ）
ʕΛ͔ͨ͠׆จ理ڠಇͷ؍఺͔Βݱ実తͳ՝୊と͠
ͯয఺化͠ɺ実ફతͳղܾΛ目ڀݚ͢ࢦʹऔ૊Έ·
͢ɻ
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【写真】記者会見にて固い握手を交わす（左から）立石東京外国語大学長、
　　　  大野東京農工大学長、福田電気通信大学長
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沈 青 教授
●研究室URL
　http://www.shen.es.uec.ac.jp/

大学院情報理工学研究科
基盤理工学専攻

次世代エネルギー資源開発
低コスト・高効率な太陽電池の創成
　化石燃料の枯渇、温室効果ガスによる地球温暖化等の問題により、
次世代エネルギー資源に関して非常に高い期待を持たれるようになり
ました。クリーンで無尽蔵に利用できる太陽光を使った太陽電池は、
最も注目されている次世代のエネルギー資源の一つです。現在主流で
ある第１世代と第２世代太陽電池はコストが高いことや効率はまだ高
くないことなどの問題点あるため、現在の太陽光発電シェアは全電力
需要の数パーセント程度です。安価かつ高効率である次世代太陽電池
の実現が、現在まさに、期待されています。
　近年、量子ドット（半導体ナノ結晶）を用いた太陽電池（量子ドッ
ト太陽電池）の研究が注目されています。安価で簡単な塗布プロセス
で作製できるうえ、光吸収スペクトルを可視光領域から赤外線領域ま
で変化させることが可能で、従来熱として無駄になっていたエネルギー
をも電気エネルギーに変換することが可能となることから、より高効
率な太陽電池を創成することができます。そのため、量子ドット太陽
電池が次世代太陽電池の候補の一つとして期待されています。
　私たちの研究室でもこの点に着目し、次世代太陽電池の創成を目指
して研究を行っており、世界最高レベルの低欠陥・高品質コロイド量
子ドットの作製法を開発したり、世界で初となる発光量子収率約 100％
の量子ドットの作製、及び独自で開発したレーザー分光法を用いての
量子ドットの多重励起子生成過程の観察に成功しました。デバイスに
ついても、量子ドット間界面での再結合が変換効率向上の一番のボト
ルネックであることを見出すその一方で、私たちの開発した量子ドッ
ト太陽電池の効率（約 12.5％）は世界トップレベルを達成しています。
　これらのメカニズムの解明とボトルネック解決手法を組み合わせ、
今後もさらなる太陽電池の高効率化を実現していきます。

【上写真】太陽電池の計測風景
【左下写真】発光量子収率約 100％のコロイド量子ドットの溶液。量子ドッドのサイ
ズを変えることにより、光吸収と発光スペクトルを制御可能。
【右下写真】太陽電池の光吸収層の作製に用いたコロイド量子ドットの溶液と簡単な
塗布法で作製した量子ドット太陽電池の試作品、および沈研究室の量子ドット太陽
電池のエネルギー変換効率の向上履歴。
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大 学 及 び大 学 構 内 事 業 者 の 環 境 活 動
スチューデント・アシスタント

　スチューデント・アシスタント（以下、SA）は学務部学生課の下、
主に自転車の整理や違反駐輪の摘発、教室の巡回・設備点検、美
化活動等、積極的にキャンパス環境における課題解決を図ってい
ます。
　特に駐輪対策や放置自転車の対策については、SAが力を入れ
て取組んでいる課題の一つです。駐輪対策については、駐輪マナー
に関する注意喚起を継続して行った結果、着実にマナーの改善が
図られています。
　その他にも SAは昨年度、生協周辺に置かれていた古い椅子を
自分たちの手でリユースし、学生らが集うコミュニケーション
パーク内に設置しました。当初、それらの古くなった椅子は廃棄
する予定でしたが、座面を張替えれば再利用できる（もったいな
い！）という考えからリユースしました。板を切ったり、塗装す
るのは大変でしたが、多くの学生がリユースした椅子を使用して
交流している姿を見かけると嬉しく思います。
　このように SAは、学生が安全かつ快適に学生生活を送れるよ
う環境活動に取組んでいます。また最近では、学内 2か所に意
見箱を設置し、より多くの学生の意見を業務に取り入れようと努
めています。今後も、学生の視点からキャンパス環境の改善に貢
献していきたいです。

電通大生の視点から
より快適なキャンパスを
目指していく
宗平 麗 さん [ 代表 ]

【上写真】自分たちで座面を張替えた椅子。皆さん大切に使ってくれ
ています。【左下写真】整備不良の自転車にタグをつけているところ
です。【右下写真】教室内の快適な環境づくりも私たちの仕事です。

生協学生委員会（電気通信大学生活協同組合）
　生協学生委員会は、昨年 11 月 23 日から 11 月 25 日にかけて
行われた本学の学園祭「調布祭」でリユースバザー「我楽苦多市
（がらくたいち）」を引き続き開催しました。我楽苦多市で販売す
る品物は主に衣類や雑貨、古本等で、これらは近隣住民の皆さま
から無償でいただいたものです。
　こうした不要物品の再利用を通じて、地域社会のゴミの削減等、
環境負荷の低減を目指して活動しています。また、売り上げた利
益の一部は調布市社会福祉協議会に寄附し、環境だけではなく社
会福祉の面でも貢献しており、まさにエコな社会貢献活動を行っ
ています。この実績により、昨年度も調布市社会福祉協議会より
感謝状をいただきました。
　これまで 40 年以上に渡って、多くの学生や地域の方々からい
ただく感謝の言葉を糧に活動を続けてきた我楽苦多市ですが、運
営する学生委員の減少等により開催が困難になったことから、昨
年で最後の開催となりました。これまで活動を支えていただいた
皆さまにはこの場を借りてお礼を申し上げたいと思います。今後
も、「環境負荷低減」と「社会福祉貢献」をコンセプトとし、生
協学生委員会が自ら考案した電通大オリジナルグッズを販売する
など、我楽苦多市に代わる新企画を考案中です。今後ともご支援
とご協力のほどよろしくお願いいたします。

エコな社会貢献で
地域社会の発展と
環境負荷の低減を図る
須賀 悠偉 さん [ 委員長 ]

【上写真】一昨年より取り扱いを復活した衣類は大変人気です。【左
下写真】古本も販売しました。衣類と並んで人気コーナーでした。【右
下写真】我楽苦多市は大学会館前で行われました。

おもちゃの病院
　「おもちゃの病院」は毎月 1回、創立 80 周年記念会館で開催し、
壊れたおもちゃを無料で「治療」しています。また、各所からの
要請に応じて学校や児童館などで開催されるイベントにも参加し
ています。この壊れたおもちゃを「治療」する「医師」は、エン
ジニアとして活躍した本学の卒業生や地域のボランティアの方た
ちです。この活動は 2003 年 7 月から社会連携センターの地域貢
献活動としてつづけています。
　おもちゃの病院は、ラジコンやロボットなど多種多様なおも
ちゃが年間 300 個ほど持ち込まれます。おもちゃの病院では、
ただ単に壊れたおもちゃを修理するのではなく、「子どもと一緒
に壊れたおもちゃを分解し、おもちゃの動く仕組みを調べ、一緒
におもちゃを組み立て直す」ことを方針としています。これは、
子どもたちに小さい頃から科学のおもしろさに触れてもらい、ま
た物を大切にする心も養いたいと考えているからです。なお、当
日修理できない場合は、「入院」という形で一度預かって修理を
しています。
　おもちゃの病院での体験をきっかけとして子供たちが科学に興
味を持ち、またいつか本学に入学して学びたいというモチベー
ションを持ってもらえることを期待して、これからも活動をつづ
けていきたいと考えています。

子どもの知的好奇心を
刺激しながら壊れた
おもちゃを「治療」する
中澤 始 さん [ 代表 ]

【上写真】親子で楽しみながら「治療」しています。【左下写真】子
どもに分かりやすく動く仕組みを説明します。【右下写真】子ども
たちと一緒に工具を使って分解することもあります。

鯖江市役所ＪＫ課とコラボ
ゴミ拾い企画「ピカピカプラン」で交流を深める

－ＴＯＰＩＣ－

　本学は 3月 19 日に、2017 年 12 月に締結した福
井県鯖江市との相互連携協定の活動の一環として、
鯖江市役所 JK 課の皆さんとコラボイベントを開催
しました。当日は、JK 課メンバーによる講演や研
究室訪問等の他、JK 課メンバーと本学学生が協働
したごみ拾い活動「ピカピカプラン」を実施し、交
流を深めました。
　「ピカピカプラン」は元々、JK 課が地元である鯖
江市にて、「鯖江市の街をきれいにしたい！」とい
う発想のもと企画されたごみ拾い活動です。その「ピ
カピカプラン」を本学キャンパスでも実施したいと
いう希望があり、今回実施する運びとなりました。
　電通大版「ピカピカプラン」は、JK 課メンバー
と本学学生で 4つの混成チームを編成し、コミュ
ニケーションパークから正門周辺にかけてごみ拾い
を行いつつ、アイテム探しゲームも行いました。そ

して、拾ったごみの量が多いチームとアイテムを探
し出したチームには表彰と景品を授与しました。
　参加した JK 課メンバーからは「キャンパスがき
れいだったので、ごみを探すのが大変でした」との
声の他、「花などの彩りがあれば、もっと明るいキャ
ンパスになるのでは」との声もありました。

【写真】表彰後の記念撮影
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ྉɾධՁɾデータࢿ

コピー機（リースレンタル含む）記録メディア、一次電池等

分 野

1,898 台8,768 個

ＯＡ機器類

分 野 紙類

コピー用紙等
74,389 ㎏

品 目

分 野 ＯＡ機器類

シャープペンシル、ボールペン等
156,394 個

品 目

分 野 文具類

分 野 機器類

事務機器、家具等
445 個

電気冷蔵庫、テレビ等
31 台

品 目

分 野 家電製品

エアコンディショナー類

エアコンディショナー、

蛍光灯等
4,097 本

品 目

照明

ガスヒートポンプ式冷暖房機
31 台

分 野

分 野

印刷、清掃、輸配送等
575 件

分 野 役務

品 目

品 目

品 目

品 目

品 目

品 目

品 目

ά リ ー ン ߪ 入 ɾ  ௐ ୡ ͷ ঢ় گ

ɹ本ֶ͸、ʮࠃ等ʹΑΔڥ؀෺品等ͷௐୡͷਪਐ等ʹ
ؔ͢Δ๏཯（άリーンߪ入๏）ʯΛ९क͠、ڥ؀΁ͷ
ෛՙͷগͳ͍෺品ͷௐୡʹ౒ΊΔͨΊ、ຖ年ʮڥ؀෺
品等ͷௐୡͷਪਐΛਤΔͨΊͷํ਑（ௐୡํ਑）ʯΛ
ఆ͠、ެද͍ͯ͠·͢ɻࡦ
ɹ͜ͷʮௐୡํ਑ʯʹ ͓͚Δಛఆௐୡ品目ʹ͍ͭͯ͸、
ͦͷௐୡ目ඪΛ 100ˋͱఆΊ、ڥ؀ෛՙ௿ݮʹ౒Ίͯ
͍·͢ɻ·ͨ、ಛఆௐୡ品目Ҏ֎ͷௐୡʹؔͯ͠΋エ
コϚーΫ等͕දࣔ͞Ε、ڥ؀อશʹ配ྀ͞Ε͍ͯΔ෺
品Λௐୡ͢ΔΑ͏ʹ౒Ί͍ͯ·͢ɻ
ɹ2018 年度ͷಛఆௐୡ品目ͷௐୡ཰͸ 100ˋͰ、目
ඪΛୡ੒͢Δ͜ͱ͕Ͱ͖·ͨ͠ɻޙࠓ΋ʮௐୡํ਑ʯ
ʹଇΓ、ՄೳͳݶΓڥ؀΁ͷෛՙͷগͳ͍෺品ௐୡΛ
ਪਐ͍͖ͯ͠·͢ɻ

ɹ本ֶ͸、ʮࠃ等ʹ͓͚Δ温室効果ガス等ͷ排出ͷ࡟
໿ܖ配ྀڥ؀）໿ͷਪਐʹؔ͢Δ๏཯ܖ配ྀͨ͠ʹݮ
๏）ʯٴͼʮٴࠃͼಠཱߦ੓๏ਓ等ʹ͓͚Δ温室効果
ガス等ͷ排出ͷݮ࡟ʹ配ྀͨ͠ܖ໿ͷਪਐʹؔ͢Δج
本ํ਑ʯʹ͖ͮج、Մೳͳ΋ͷʹ͍ͭͯ温室効果ガス
等ͷ排出ͷݮ࡟ʹ配ྀͨ͠ܖ໿（ڥ؀配ྀܖ໿）Λక
͍݁ͯ͠·͢ɻ
ɹ具ମతʹ͸、ᶃ電ྗͷߪ入、ᶄࣗಈंͷߪ入ٴͼ௞
ିआ、ᶅધഫͷௐୡ、ᶆলエネルギーվम事ۀ、ᶇݐ
ங෺ͷݐஙຢ͸େن໛ͳվमʹ܎Δઃۀܭ務、ᶈۀ࢈
ഇغ෺ॲཧۀ務ͷ̒ͭͷܖ໿類͕ܕఆΊΒΕ͍ͯ·
͢ɻ
ɹ2018 年度΋Ҿ͖ଓ͖、ௐୡؔ࿈෦ہʹରͯ͠温室
ガス等ͷ排出ͷݮ࡟ʹ配ྀͨ͠ܖ໿Λਪਐ͢ΔΑ͏प
஌͠·ͨ͠ɻ

200

225

250

275

300

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度13000

13500

14000

14500

15000

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度

140000

143750

147500

151250

155000

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度

総エネルギー
投入量

149,263（GJ）

5000

5750

6500

7250

8000

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度

温室効果ガス
排出量

7,467（t-CO₂）

50

65

80

95

110

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度 0
100
200
300
400
500

2018 年度2017 年度2016 年度2015 年度2014 年度

特定フロン回収量上下水道使用量

温室効果ガス排出量の割合温室効果ガス排出量

都市ガス使用量電力使用量

総エネルギー投入量割合総エネルギー投入量

投
入
量
（
Ｇ
Ｊ
）

使
用
量
（
千
ｋ
Ｗ
ｈ
）

使
用
量
（
千
Ｎ
㎥
）

排
出
量
（
ｔ‐

Ｃ
Ｏ
₂
）

使
用
量
（
千
㎥
）

回
収
量
（
㎏
）

11.6
93.0

75.8 72.8

99.8

90.0
84.6 81.3

6,864
91.9％

604
8.1％

6,175

7,599

27214,563
14,358

137,159
91.9％

12,104
8.1％

154,408

301.0
76.7 73.3

151,941

262

7,504

第 1 計画期間 第 2 計画期間

※ P.11 参照

排出量目標値
7,163ｔ-CO₂/ 年

排出量目標値
8,087ｔ-CO₂/ 年

（2019 年度まで）（2010 年度から）

150,017

14,117
271

149,428

電力

都市ガス

280

14,023

7,683

電力

都市ガス

266.7

上水道使用量
下水道使用量

13,612

149,263

269

7,467

82.6 79.2

460.7

ಈ औ ૊ ݁ Ռ σ ʔ λ ׆ ڥ ؀

άϦʔϯߪೖɾௐୡͷঢ়گʹ͍ͭͯ άϦʔϯܖ໿（ڥ؀഑ྀܖ໿）ʹ͍ͭͯ
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資料・ධՁ・デーλ

環境配慮促進法

省エネルギー法

温暖化対策推進法

環境物品等の
調達推進法

廃棄物処理法

労働安全衛生法

建築基準法

消防法

炉規法

放射線障害防止法

高圧ガス保安法

大気汚染防止法

PCB 廃棄物
特別措置法

フロン排出抑制法

建設リサイクル法

自動車
リサイクル法

家電リサイクル法

騒音規制法・
振動規制法

水道法

下水道法

毒劇法

PRTR 法

都環境確保条例

都廃棄物条例

年 3,000kl 以上の熱と電気を合算した使用
量：第一種エネルギー管理指定工場（熱・
電気）に係るエネルギー管理員や熱・電
気エネルギー消費等の定期報告・中長期
計画書の提出

国及び地方公共団体が実施する温室効果
ガスの排出抑制等のための施策に協力
毎年度、温室効果ガス算定排出量を事業
所管大臣に報告

環境報告書の公表

グリーン購入調達方針と実績の報告公表

適正な収集処理業者への委託

産業廃棄物のマニフェスト管理

特別管理産業廃棄物の特管責任者の設置と
マニフェスト管理

安全衛生責任者、産業医等の選任、作業
環境、有害物等各種検査・報告・届出等、
健康管理、安全衛生委員会の設置等

特殊建築物等（建築物、建築設備、昇降
機）定期調査・報告

一定規模以上の危険物使用保管の届出、
消防設備の点検

使用承認と管理状況の国への報告と
規程遵守

教育訓練（安全講習会）、健康診断の実施

高圧ガス（LPG、液化窒素等）の貯留の
管理基準遵守

ボイラー・吸収式冷温水発生機のばい煙
排出量の測定と報告

PCB 含有の高圧コンデンサ、高圧変圧器、
照明用安定器の適正保管

フロン使用製品（業務用空調機や自動
車エアコン）の回収業者への引渡

一定規模以上の工事のリサイクル
計画書の提出

自動車車検時の廃棄料支払

指定家電の廃棄処分時の廃棄料支払

建設工事等における騒音及び振動の
規制値の遵守

専用水道（井水原水・末端水栓）の
水質検査を行い、毎月報告

下水の水質を測定し、その結果の記録

毒物及び劇物の取扱

特定化学物質の環境への排出量の把握

地球温暖化対策計画書と温室効果ガス
排出状況の報告

ディーゼル車の排出ガス規制の遵守

駐車場（２０台以上）でのアイドリン
グストップ表示

地下水揚水施設の届出と揚水量の報告

化学物質の適正管理、排出量の把握

石綿含有建築物解体等工事に係る届出等

産業廃棄物適正処理報告書の提出

事業系一般廃棄物の処理

規制及び報告書等の
作成義務等

環境関連法令等
（略称）

規制及び報告書等の
作成義務等

環境関連法令等
（略称）

環�境�関�連�法�令�等�の�遵�守�状�況環�境�会�計

■環境保全コスト

■環境保全対策に伴う経済効果

分　　野

①公害防止コスト
②地球環境保全コスト
③資源循環コスト

＜1＞事業エリア内コスト

＜2＞管理活動コスト
＜3＞環境損傷対応コスト

合　　計

金額（千円）内　　容

内
　訳

■環境保全効果

事
業
エ
リ
ア
内
効
果

事業活動に
投資する資
源と温室効
果ガス

事業活動か
ら排出する
環境負荷と
廃棄物

効果の内容
環境保全効果を示す指標

総エネルギー投入量（GJ）

水資源投入量（千㎥）

温室効果ガス排出量（t-CO₂）

廃棄物総排出量（t）

総排水量（千㎥）

指標の分類 2017 年度 2018 年度 前年度比（％）

内　        　容 金　額（千円）

省エネルギー機器導入による経済効果
（空調機更新）

127,393
97,196
28,738

1,459
12,976

10
140,379

ばい煙測定・下水道水質検査・アスベスト除去
フロン及びハロンガスの回収・適正処理他
廃棄物・実験廃液の処理
植栽・剪定
汚染負荷量賦課金

149,428

75.8

7,683

216.6

72.8

149,263

82.6

7,467

251.6

79.2

99.9

109.0

97.2

116.2

108.8

301

※環境省『環境会計ガイドライン（2005 年版）』に基づき算出

　ຊֶ͸ɺ࣋ଓՄೳͳൃలを໨指すに͋ͨͬͯɺࣾ会とのྑ޷ͳؔ܎を保ͪͭͭɺ環境保全΁のऔ૊を効཰తかͭ
効果తにਪਐͯ͠い·すɻͦ͜Ͱɺࡢ年度の事業活動に͓͚る環境保全のͨΊのίストとͦの活動によͬͯಘらΕ
ͨ効果をʮ環境会計ʯとͯ͠ɺҎ下のと͓Γެද͠·すɻ
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資ྉ・ධՁ・σーλ

環�境�報�告�ॻ�ガ�イ�ド�ラ�イ�ン�対�র�表第�三�者�ҙݟ�
ɹ環境報告ॻの৴པ性্޲に޲けて、環境活動Ͱ༏Εた取組Λ͞Εて͍るཱࠃ大学๏ਓ໊ݹ԰޻業大学に環境報告
ॻの内༰に͍ͭてҙݟΛ͍た͖ͩ·したɻ学֎の方͔Βݟた本学の環境໰題への取組΍環境報告ॻの記載内༰にͭ
͍てのҙݟΛߟࢀに、ࠓ後の環境活動΍環境報告ॻ࡞੒のվળΛਤΓ·すɻ

侎気௨৴大学ʮ環境報告ॻ2019ʯに͍ͭて

ɹ本学のʰ環境報告ॻ 2019ʱに͍ͭてو重な͝ҙ
Λ͍たͩ͘とと΋に、環境配慮活動に͍ͭてධՁݟ
͍た͖ͩ、੣にあΓ͕と͏͍͟͝·すɻ
ɹ本学Ͱは、本倴͔Β環境報告ॻの֤記事にʮ持続
可能な開発のたΊの 2030 アジェンダʯͰ͛ܝΒΕ
たʮ持続可能な開発໨ඪ（4%(T）ʯのアイίンΛ記
載し·したɻ持続的発侁͕ਓྨڞ௨の໨ඪとしてࠃ
的に倬஌͞Εは͡Ί、ʮ4%(Tʯϩΰ・アイίンΛࡍ
໨にするػ会΋૿͑て͍る͜と͔Β、アイίンΛ取
Γ入Εる͜とͰ、ΑΓ਌しΈΛ͡ײて͍たͩける΋
のになΕ͹との͔͍ࢥΒͰすɻ·た、ʮ環境ڭҭ研
究・ίϛュχέーγョンʯのॆ࣮化、ʮ環境ύϑΥー
マンス報告ʯ΍ʮ資ྉ・ධՁ・σーλʯの֤項໨は、
的֬な偉ѲとධՁΛ৺͕け、ステークホルダーに、

本学の環境配慮活動ΛΑΓਂ͘理ղして͍たͩける
Α͏価ΊておΓ·すɻ͜ΕΒに͍ͭて、໊ݹ԰޻業
大学�খാ੣෭学௕ΑΓߴධՁΛ͍た͖ͩ、大มޫ
ӫに͍ࢥ·すɻ
ɹখാ෭学௕ΑΓ͍た͍ͩた͝ҙݟΛ俎·͑、資源
の投入量（I/P65）・環境への排出量（065P65）と、
Έるなࢼҭ研究なͲの活動との関係性に͍ͭてڭ
Ͳ、͞Βなる環境報告ॻのվળ、環境活動の࣮֬な
Γ·すɻࢀに取Γ組ΜͰߦ࣮

第三者ҙݟΛडけて

大学๏ਓ侎気௨৴大学ཱࠃ
ɹ理事（総຿・ࡒ຿୲便）
ɹ҆全・環境保全室௕

ശ侍ɹ規༤

ɹ
ɹ侎気௨৴大学の環境報告ॻはɼࡍࠃ連߹の͛ܝる
ʮ持続可能な開発໨ඪ（4%(T）ʯΛ͘ڧҙࣝし、そ
の達੒のたΊو学͕ڭҭ研究活動΍環境配慮活動
Λ௨͡て͞·͟·な面͔Β貢献͞Εて͍る͜とΛ、
個ʑの 4%(T の項໨との۩体的な関連Λࣔしな͕Β
Θ͔Γ΍す͘ղઆ͞Εて͍·すɻ
ɹ環境ڭҭ研究・ίϛュχέーγョンの෦分Ͱは、
学生͕ओ体的に஍Ҭとີணした活動にܧ続的に取Γ
組Έ、஍Ҭ社会の不要物品の࠶利用にΑる͝Έの࡟
減等、環境負荷の低減Λ໨ࢦした活動Λ͞Εて͍る
͜と͕঺հ͞ΕておΓ、持続可能な社会のߏஙΛ໨
Έとなって͍·すɻ·た、஍Ҭ貢ࢼ学Βし͍وすࢦ
献活動としてʮお΋ͪΌのපӃʯΛ開͞࠵ΕておΓ、
ະདྷあるڙࢠたͪへՊ学へのڵຯと環境の重要性Λ
侊͑ておΒΕる侉͕ҹ象的Ͱすɻ

ɹ環境会ܭͰは、事業活動における環境保全ίスト
の؅理΍環境保全対策のඅ用対効果の重要性Λ倬ࣝ
し、環境保全効果及び経済効果Λ໌ࣔ͞Εて͍·
すɻ͜͜Ͱは大学への資源の投入量、排出量にՃ͑
て資源の投入量と大学としてのڭҭ研究活動との関
係（͍޿ҙຯͰの資源投入効率）のΑ͏な΋の΋ߟ
͑て΋Α͍Α͏な気͕し·したɻなお、͜の侉ΛͲ
͏表す͔は本学Ͱ΋倿ΈのͻとͭͰすɻ
ɹࠓ後と΋、本ॻ͕و学のߏ੒һおΑびステークホ
ルダーの環境ҙࣝΛߴΊ、4%(T の達੒の一ॿとな
る͜とΛ期଴して΍Έ·ͤΜɻ

業大学޻԰ݹ大学๏ਓ໊ཱࠃ
෭学௕（ਓ事、ڭһධՁ୲便）

ɹ環境対策ҕһ会ҕһ௕

খാɹ੣

記載ページ環境報告ガイドライン記載事項

報告にあたっての基本的要件

対象組織の範囲・対象期間
対象範囲の捕捉率と対象期間の差異
報告方針
公表媒体の方針等

経営責任者の緒言

環境報告の概要
環境配慮経営等の概要
KPI の時系列一覧
個別の環境課題に関する対応総括

マテリアルバランス
環境配慮の方針、
ビジョン及び事業戦略等

環境配慮の方針
重要な課題、ビジョン及び事業戦略等

組織体制及びガバナンスの状況
環境配慮経営の組織体制等
環境リスクマネジメント体制
環境に関する規制等の遵守状況

ステークホルダーへの対応の状況
ステークホルダーへの対応
環境に関する社会貢献活動等

バリューチェーンにおける
環境配慮等の取組状況

バリューチェーンにおける環境配慮の取組方針・戦略等
グリーン購入・調達
環境負荷低減に資する製品・サービス等
環境関連の新技術・研究開発
環境に配慮した輸送
環境に配慮した資源・不動産開発／投資等
環境に配慮した廃棄物処理／リサイクル

資源・エネルギーの投入状況
総エネルギー投入量及びその低減対策
総物質投入量及びその低減対策
水資源投入量及びその低減対策

資源等の循環的利用の状況（事業エリア内）

生産物・環境負荷の算出・排出等の状況

総製品生産量又は総商品販売量等
温室効果ガスの排出量及びその低減対策
総排水量及びその低減対策
大気汚染、生活環境に係る負荷量及びその低減対策
化学物質の排出量、移動量及びその低減対策
廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策
有害物質等の漏出量及びその防止対策

生物多様性の保全と生物資源の持続可能な利用の状況

環境配慮経営の経済的側面に関する状況

環境配慮経営の社会的側面に関する状況

事業者における経済的側面の状況
社会における経済的側面の状況

後発事象等

環境情報の第三者審査等

後発事象
臨時的事象

－
1,30
1,30
3
2,7
23

9,10,23,24
1

1,3~6,17,18
7
7

15,16,26
15~22
17~22
－
24
－
19,20
－
－
14,15
9~12,23
14,23,24
13,23
－
－

11,12,23
13,23
－
15
14
15
－
23
－

－
－

－
27

2,7,30

9~25
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資料ɾධՁɾσーλ

公開している環境関連情報 ウェブアドレス
過去の環境報告書
事業概要
業務等に関する情報
第三期中期目標
第三期中期計画
平成 29 年度年度計画
平成 29 年度関係資料
環境物品等の調達の推進を図るための方針
（グリーン調達方針）
東京都環境確保条例関連報告書

http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/eco.html
http://www.uec.ac.jp/about/index.html
http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/open.html
http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/publicinfo_open_mokuhyo_03.pdf
http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/publicinfo_open_mokuhyo_03_2.pdf
http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/publicinfo_open_29_2.pdf
http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/pdf/publicinfo_open_29_1.pdf

http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/eco_supply.html

http://www.uec.ac.jp/about/publicinfo/eco.html

ɹ˔�ൃߦ೔
ɹɹ�2019 年 9 ݄（࣍ճൃߦ༧ఆɿ2020 年 9݄）

ɹ˔�環境報告書のฤूɾ໰い߹Θͤઌ
ɹ�ɹཱࠃେֶ๏ਓ�ిؾ௨৴େֶɹ҆શɾ環境保શࣨ
ɹɹ�˟�1�2�����ɹ東京都調෍ࢢ調෍ϲٰ 1���1ɹɹ5el�:�0�2���3��0�2ɹɹ'ax�:�0�2���3��0�1ɹɹ�
ɹɹ�ϗーϜϖーδ͔Βの͓໰い߹Θͤ�:�https://www.uec.ac.jp/inRuiSy/new/13

ɹ˔�֎෦΁の情報公開事߲
����ຊ報告書͸ɺϗーϜϖーδͰ΋公開してい·すɻ·た報告書に関連した環境׆ಈに関する情報のৄࡉ΋ɺϗー
ϜϖーδͰӾཡՄೳͰすɻたͩしɺ࣌期にΑͬて͸年度ߋ৽等にΑΓ͞ࡌܝΕていͳい৔߹΍ɺウェブアドレス
͕มߋにͳるՄೳੑ΋͋Γ·すɻ

ฤ�ूه�ޙ�

ɹࠓ年 �݄にߦΘΕた東京େֶのೖֶࣜͰɺ໊༪ڭत
の্໺ઍ௽͕ࢯࢠड़΂たॕ͕ࣙ࿩୊にͳΓ·したɻͦ
の಺༰͸ɺݱ୅೔ຊࣾձ๊͕͑るδェンμー໰୊の֩
৺をಥ͚ͩ͘Ͱ͸ͳ͘ɺ͞Βにਂࠜࠩ͘すࣾձපཧを
͞Β͚ग़しɺͦΕ͕΋たΒすෆ条ཧ΍཈ѹにରして੠
を্͛る༐ؾを༩͑る΋のͰ͋ͬたͱࢥい·すɻ中Ͱ
΋ɺʮ͕Μ͹ͬて΋ͦΕ͕公ਖ਼に報ΘΕͳいࣾձ͕͋
ͳたたͪを଴ͬてい·すɻͦして͕Μ͹ͬたΒ報ΘΕ
るͱ͋ͳた͕た͕͑ࢥる͜ͱͦの΋の͕ɺ͋ͳた͕た
の౒ྗの成ՌͰ͸ͳ͘ɺ環境の͓͔͛ͩͬた͜ͱ๨Ε
ͳいΑ͏にしてͩ͘͞いɻʯͱい͏ݴ༿͸ɺhグレーτɾ
ΪϟπϏーʱの༗໊ͳ๯಄��8heneWeS�you�feel�like�
cSitici[inH�anyone
`�he�told�me
��just�SemembeS�that�all�
the�people�in�this�woSld�haWen�t�had�the�adWantaHes�
that�you�We�had.` に௨ͣる΋の͕͋Γɺ͜Ε͔Βの೔
ຊをഎෛͬてཱͭएऀにରして;͞Θしいϝοηーδ
ͩͬたͱࢥい·すɻ
ɹͱ͜ΖͰɺ環境໰୊に͓いてδェンμー໰୊͸ଘࡏ
するのͰしΐ͏͔ɻ಺ֳ෎உঁڞಉࢀ画ہにΑΕ͹ɺ
զ͕ࠃ͸உঁڞಉࢀ画のࢹ఺にཱͬた環境໰୊΁の
औ૊を推進しているͱ͋Γ·すɻ例͑͹環境লͰ͸ɺ
ʮঁੑをؚΉଟ͘のओମ͕ࣗൃతͳ環境保શ׆ಈ΁ࢀ
画する͜ͱをҰ૚ࢧԉするためにɺࢢຽ΍事業ऀ等͕
環境Χウンη͏ߦ等をݴಈにରしてॿ׆環境保શ͏ߦ
ϥーొ࿥੍度ʯͳͲを࣮ࢪしてい·すɻ·たࡍࠃతͳ
ରԠͱしてɺʮ平成 2� 年 �݄にブϥδϧɾリΦσδϟ
ωΠϩͰ開͞࠵Εたࠃ連࣋ଓՄೳͳ開ൃձٞ（リΦ
�20）の成Ռจ書に͓いてɺ࣋ଓՄೳͳ開ൃに͓͚る
δェンμーの平等ͱঁੑのΤンύϫーϝンτ͕確ೝʯ
͞Εɺ·たʮզ͕ࠃͱして΋ަবに౰たͬて͸ɺ๷ࡂ
にঁੑのࢹ఺を੝ΓࠐΉΑ͏ఏҊしड͚ೖΕΒΕるͳ
Ͳɺ成Ռจ書͕ঁੑのॏ要ੑをΑΓҰ૚൓өした΋の
ͱͳるΑ͏ੵۃతͳݙߩをͬߦたʯͱ͋Γ·すɻҎ্
のΑ͏にɺ環境໰୊に͓いて΋δェンμー͸ਂ͔͔͘
ΘͬているのͰすɻ
ɹຊֶの৔߹͸Ͳ͏Ͱしΐ͏͔ɻ環境লのΑ͏にʮஉ
఺にཱͬた環境໰୊΁のऔ૊を推進ʯࢹ画のࢀಉڞঁ
しているのͰしΐ͏͔ɻۙ࠷の事例Ͱい͑͹ɺ平成
2� 年度にࡦఆしたʮτΠレ環境੔උجຊ方針ʯにͭ
いてɺຊֶのஉঁڞಉࢀ画ɾμΠόーγςΟઓུࣨの
ҙݟ等をௌऩした͏͑Ͱ಺༰をਫ਼ࠪしɺࡦఆを進め·

したɻ͜ΕにΑΓɺ੔උ計画のஈ֊͔ΒϢχόーαϧ
σβΠンにे෼഑ྀする͜ͱ͕Ͱ͖·したɻ
ɹຊֶ͸ɺ૯߹ઓུͱしてʮ%.$.�*. ઓུʯをଧͪग़し
·したɻʮ%ʯ͸ %iWeSsityɺʮ$ʯ͸ $ommunicationɺ
ͦしてʮ*ʯ͸ *nnoWation をࢦしてい·すɻ͜の͜ͱ
͔Βɺଟݩతͳଟ༷ੑをଚॏしɺͦの要ૉؒの૬ޓཧ
ղɾ૬ޓ৮ൃにͭͳ͕るίϛϡχέーγϣンをੑ׆Խ
ͤ͞ɺશߏ成һのࣗൃత͔࣮ͭફతͳ׆ಈをଅしɺͦ
ΕΒをجຊͱしେ事にする૊৫Ͱ͋Γଓ͚るためにɺ
環境ϚωδϝンτにΑΓଟ͘のֶੜ΍ֶ಺関連事業
ऀɺͦしてঁੑをࢀ画するΑ͏ݕ౼しͳ͚Ε͹ͳΒͳ
いͱ͑ߟ·すɻ
ɹࠓ年度の環境報告書に͓いてɺॏ要ͳΩーϫードͱ
ͳるの͕ʮ࣋ଓՄೳͳ開ൃ目標（4%(s）ʯͰすɻީؾ
มಈ΁のରԠのためのԹࣨޮՌΨスݮ࡟͸΋ͪΖΜɺ
ֶੜ΍ڭ৬һɺ஍ҬϘϥンςΟア（͓΋ͪΌのපӃ）ɺ
஍方公ஂڞମ（ḉࢢߐ）の方ʑͱڠಇしてऔ૊Μͩ環
境഑ྀ׆ಈにͭいて΋औΓ্͛てい·すɻ
ɹޙ࠷にͳΓ·す͕ɺຊ報告書にରする͝ҙݟ等͕͝
͟い·したΒɺӈϖーδ（1.30）の໰い߹Θͤઌ·Ͱ
͝連བྷͩ͘͞いɻޙࠓͱ΋͝ࢧԉ͝ྗڠの΄ͲΑΖし
いいたし·すɻئ͓͘

ྩ࿨ݩ年 9݄
ɹɹɹɹɹɹɹཱࠃ��େֶ๏ਓిؾ௨৴େֶ
ɹɹɹɹɹɹɹɹ��҆શɾ環境保શࣨ�ʗ�૯務෦ࢪઃ՝

環境報告書 2019 の࡞成に͋たͬて

　˔�දࢴにͭいて
ɹࡢ年度の環境報告書にҾ͖ଓ͖ɺࠓ年度൛のදࢴのࣸਅ͸ɺຊֶ
のֶੜஂମͰ͋るࣸਅڀݚ෦にࡱӨの͝ྗڠをいた͖ͩ·したɻࡱ
Өऀ͸ɺ情報ཧֶ޻Ҭ�3 年ੜのଜ্�཮͞ΜͰすɻ
ɹࡱӨ৔ॴ͸ɺ調෍Ωϟンύスਖ਼໳લの෾ਫ෇ۙͰすɻ͜の෾ਫͱ
๣にੜ͑ているιϝΠϤγϊ͸ಉΩϟンύスのإのҰͭͰɺೖֶࣜ
の࣌に͸ଟ͘の৽ೖੜたͪをग़ܴ͑·すɻ·た෾ਫのྡに͋るՖஃ
Ͱ͸ɺϑϥϫーアレンδϝンτのઌੜの؂मのԼͰ২͞࠿Εた࢛ق
ંʑのՖをָしΉ͜ͱ͕Ͱ͖·すɻ
ɹ͞Βに 201� 年にܴ͑た 100 प年の事業のҰ環ͱしてɺ201� 年
3 ݄に͜の෾ਫͱपลの環境੔උをͬߦて͓Γɺྺ࢙͋るֶ෎ͱし
ての෩͕֨ඬ͏งғؾ΁ͱੜ·ΕมΘΓ·したɻ
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